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１．議事日程 

   （平成１６年第３回安芸高田市議会８月臨時会） 

 

平成１６年８月１８日 

午 前 １ ０ 時 開 会 

於安芸高田市吉田公民館 

 

日 程 第 １   会議録署名議員の指名 

日 程 第 ２   会期の決定 

日 程 第 ３   農業委員の推薦 

日 程 第 ４   議案第４９号  安芸高田市特定環境保全公共下水道根幹的施設の 

建設工事委託に関する基本協定について 

日 程 第 ５   議案第５０号  平成１６年度安芸高田市一般会計補正予算（第１号） 

日 程 第 ６   議案第５１号  平成１６年度安芸高田市老人保健特別会計補正予算 

（第１号） 

 

 

２．出席議員は次のとおりである。（７０名） 

        １番         明 木 一 悦          ２番     秋 田 雅 朝 

        ３番     土 居 克 之          ４番     山 本  優 

        ５番     岡 山  薫          ６番     田 中 常 洋 

        ７番     前 川 正 昭          ８番     平 林 克 昌 

    ９番     日 野 原 穂 澄    １０番     平 川 幸 雄  

     １１番     加 藤 英 伸    １２番        山 﨑 昭 弘   

      １３番     山 口 康 文    １４番         小 野 剛 世 

      １５番     川 角 一 郎    １６番     竹 田 誠 荘 

   １７番     井 上 尚 文    １８番     高 坂 広 一 
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   １９番     新 出 達 夫    ２０番     塚 本  近 

   ２１番     赤 川 三 郎    ２２番     深 井 達 雄 

   ２３番     三 上 タ エ 子    ２４番     長 岡 公 次 郎 

   ２５番     井 上 正 樹    ２６番     宮 田 浩 之 

   ２７番     松 野 俊 寿    ２８番     川 先 悟 郎 

   ３０番     平 岡 正 美    ３１番     秋 広 美 輝 

   ３２番     川 﨑 三 千 春    ３３番     西 川 佚 夫 

３５番     岡 原 雪 夫    ３６番     松 村 ユ キ ミ  

３７番     熊 高 昌 三    ３８番     藤 井 昌 之     

   ３９番     浅 枝 俊 通    ４０番     青 原 敏 治 

   ４１番     金 行 哲 昭    ４２番     杉 原  洋     

   ４３番     松 川 秀 巳    ４４番     大 前 直 行     

   ４５番     入 本 和 男    ４６番     泉  正 智 代     

   ４７番     山 本 三 郎    ４８番     今 野 仁 千 六     

   ４９番     今 村 義 照    ５０番     住 広  章     

   ５１番     佐 々 木  博    ５２番     玉 川 祐 光     

   ５３番     西 山 登 司 教    ５４番     井 上 正 文     

   ５５番     岡 田 正 信    ５７番     山 崎 宅 将 

   ５８番     桑 岡 達 夫    ５９番     望 月  桂 

   ６０番     天 清 斐 雄    ６１番     渡 辺 義 則 

   ６２番     猪 掛 信 幸    ６３番     高 下 二 郎 



 3

   ６４番     富 田 義 弘    ６５番     吉 村 正 登 

   ６６番     名 川 律 夫    ６７番     宮 本 房 宏 

   ６８番     松 浦 利 貞    ６９番     増 田 静 樹 

   ７０番     中 間 末 雄    ７１番     鳴 石  勧 

   ７２番     亀 岡  等    ７３番     﨑 岡 典 男 

 

 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（３名） 

   ２９番     新 山 勝 義    ３４番     中 野 光 雄 

５６番     浮 田 洋 吾 

 

４．会議録署名議員 

     ２５番     井 上 正 樹    ２６番     宮 田 浩 之 

  

 

５．地方自治法第１２１条により説明員のため出席した者の職氏名（２０名） 

市     長    児 玉  更 太 郎     助     役    増 元 正 信 

収 入 役    藤 川 幸 典             参 事    小 野  豊      

教 育 長  佐  藤   勝   教 育 参 事  沖 野 清 治 

総 務 部 長    新 川 文 雄     自治振興部長    田 丸 孝 二 

市 民 部 長    廣 政 克 行     福祉保健部長    福 田 美 恵 子 

産業振興部長    清 水  盤     
建設部長    

兼公営企業部長   金 岡 英 雄 

消 防 次 長    竹 川 信 明     八千代支所長    平 下 和 夫 
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美土里支所長    立 川 堯 彦     高 宮 支 所 長    猪 掛 智 則 

甲 田 支 所 長    武 添 吉 丸     向 原 支 所 長    益 田 博 志 

総 務 課 長    高 杉 和 義     財 政 課 長    垣 野 内  壮 

 

 

  ６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（６名） 

   事 務 局 長           増 本 義 宣     次長兼総務係長   光 下 正 則 

   議事調査係長    児 玉 竹 丸     書 記   新 谷 洋 子 

   書 記    国 岡 浩 祐     書 記   倉 田 英 治 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時００分 開会 

◯﨑 岡 議 長   皆さん、おはようございます。 

ただ今の出席議員は７０名であります。 

定足数に達していますので、これより平成１６年第３回安芸高田市議会

臨時会を開会いたします。 

直ちに、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、予めお手元に配布したとおりでございます。 

日程に入るに先立ち、議会事務局長から諸般の報告をいたします。 

◯増本事務局長   議長。諸般の報告をいたします。 

第１点、市長並びに教育委員長より本臨時会に説明員として出席委任す

るものの職氏名の一覧表が提出されております。 

第２点、監査委員より、平成１６年６月分の例月出納検査結果の報告が

ありました。 

それぞれの写しをお手元に配布いたしておりますので、ご了承下さい。 

以上で諸般の報告を終わります。 

◯﨑 岡 議 長   以上をもって諸般の報告を終わります。 

続いて、市長並びに教育長から、行政報告の申し出がありましたので、

これを許します。 

◯児 玉 市 長  議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長  本臨時会の開会にあたりまして、行政運営に関する報告をさせていただ

きたいと思います。 

市民の皆さんのご意見を広くまちづくりに反映し、本市の目指します市

民と行政との協働のまちづくりを推進していくために、今月２４日から９

月の１１日までの日程で市政懇談会を開催します、予定にしております。

お手元に既に日程表はお配りをしておると思いますが、この市政懇談会は、

新市発足後初めての開催でございますが、今回は広報でも案内しておりま

すとおり、旧町単位での開催を予定しており、市民の皆さん方の積極的な

参加を期待をしておるところでございます。 

議員の皆さんにおかれましては、懇談会へ議員としての立場でご出席を

いただきますのは大変幸いと思います。市民のみなさんをお誘い合わせ下

さるなど、多くの皆さんの参加にご配慮、ご支援いただきますようにお願

いを申し上げます。 

次に、本年度調査費を予算計上しております、農産物の販路確保を目的

とする経営構造対策事業、これは国の補助事業でございますが、農産物の

加工処理施設整備事業でございます。これにつきまして県や高田郡農協な

ど、関係機関との、今、協議を進めておるところでございます。本事業の

ポイントといたしましては、農産物の生産と供給体制の確立、商品開発及

びこの販路の確保でございます。特に、いわゆるこの事業は、国の補助金

を受けた地産地消の事業でございまして、米だけでも今の予定では約２万
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袋、年間この施設で消費すると、こういう計画になっておりますし、まだ

計画の段階でございますので、これはまだ増える可能性はあるわけでござ

います。それにつきまして、野菜もかなり消費するということになります

んで、いずれにしても農協が積極的な関わりを持っていただかないとでき

ないと、こういう問題もございます。さらに、これを製造、また、販売す

る販路ということが非常に重要になって参ります。それにつきましては広

島駅弁会社との提携をしながら、この駅弁のノウハウを販路に活かしてい

くと、こういうような構想を計画をしておるところでございます。そうい

うことで、まだまだ詰めていかなければならない具体的な問題はあるわけ

でございますが、今後本当に農産物の販売が厳しくなる中で、地産地消の

施設を、行政が補助事業を受けながら開発をしていくと、こういうような

考え方であります。この問題につきましては、既に一般質問でもお答えを

しておりますし、予算特別委員会でも構想についてはお話しをしておるわ

けでございます。今年は計画の段階になるわけでございまして、今後、農

協とも十分話を詰めていきたいと、このように考えておるとこでございま

す。以上でございます。 

◯﨑 岡 議 長   教育長、佐藤勝君。 

◯佐藤教育長  冒頭の時間をお借りいたしまして、成人式のお礼と教育委員会幹部職員

の人事案件について、ご報告を申し上げます。 

まず、成人式についてでございますが、安芸高田市として合併後、初め

ての合同の成人式を８月１５日に挙行いたしましたところ、大変お忙しい

中、市議会議員の皆さん方には多数ご出席をいただき、新成人の門出をお

祝いいただき、心よりお礼申し上げます。新成人４５０人中、７５％にあ

たる３３６名の出席がございました。成人式につきましては、全国的に

様々な状況があるだけに心配しておりましたが、厳粛な内に成人式を挙行

できましたことを、主催者として喜んでおる次第でございます。不行き届

きの点も多々あったと思いますが、反省をする中で、次年度に活かしてい

く所存でございますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

次に、５月より病気休暇中の水戸眞悟教育次長でございますが、８月に

は復帰できるものと期待をしておりましたが、復帰に至らず、去る８月９

日付けをもって辞職願いが提出されました。本人の辞意が堅く、教育委員

会としてはやむなく辞表を受理いたしました。後任の人事につきましては、

明日１９日の教育委員会会議を経て発令をする予定でございます。後任が

決まりましたら、よろしくご指導、ご支援のほどお願いします。 

以上、成人式のお礼と教育委員会の幹部職員の辞任についてのご報告と

いたします。 

◯﨑 岡 議 長   以上をもって、行政報告を終わります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

◯﨑 岡 議 長   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第７９条の規定により議長において、２５
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番井上正樹君及び２６番宮田浩之君を指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２ 会期の決定 

◯﨑 岡 議 長   日程第２、会期の決定を議題といたします。 

本臨時会の運営について、過日、議会運営委員会を開き、ご協議いただ

いておりますので、その結果について議会運営委員長佐々木博君の報告を

求めます。 

◯佐々木委員長   報告いたします。 

平成１６年第３回臨時会の運営につきまして、去る８月１１日に議会運

営委員会を開き、次のことが決定されましたので報告をいたします。 

まず、本臨時会に付議されます案件は、推薦１件、議案３件、計４件で

あります。 

会期につきましては、お手元の会期日程のとおり本日１日といたしまし

た。以上、報告を終わります。 

◯﨑 岡 議 長   お諮りします。 

ただ今の委員長の報告のとおり、会期は本日１日とすることにご異議あ

りませんか。 

 〔異議なし〕 

異議なしと認めます。 

よって会期は本日１日と決しました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第３  農業委員の推薦 

◯﨑 岡 議 長   日程第３、農業委員の推薦の件を議題といたします。 

お諮りします。 

議会推薦の農業委員は５人とし、信川耕作君、冨田秀治君、宮田浩之君、

住田博幸君、坂田清君、以上の諸君を推薦いたしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

 〔異議なし〕 

ご異議なしと認めます。 

したがって、議会推薦の農業委員は５人とし、信川耕作君、冨田秀治君、

宮田浩之君、住田博幸君、坂田清君、以上の諸君を推薦することに決定い

たしました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第４  議案第４９号安芸高田市特定環境保全公共下水道 

              根幹的施設の建設工事委託に関する基本協定にいついて 

◯﨑 岡 議 長   日程第４、議案第４９号、安芸高田市特定環境保全公共下水道根幹的施

設の建設工事委託に関する基本協定についての件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   本臨時会の冒頭にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 
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本日安芸高田市議会第３回臨時会を招集いたしましたところ、議員の皆

さんには大変ご多忙の中ご出席をいただきまして、まことにありがとうご

ざいます。 

本年は、近年希に見る猛暑が続いており、また例年になく頻繁に台風が

来襲し、短時間に局地的な集中豪雨が発生する中、異常な気象が顕著にな

っております。本市におきましては、広島県を直撃いたしました台風１０

号の際にも、若干床下浸水がありましたものの、とりたてて大きな被害も

なく安堵をしておるところでございます。 

さて、６月の定例会において平成１６年度予算の審議をいただき、安芸

高田市行政といたしましてもそれぞれ本格的な事業執行を始めたところ

であります。とりわけ、工事等の契約につきましても８月の１２日から入

札を開始いたしたところであります。今後平成１６年度は限られた期間で

はございますが、効果的かつ有効な事業執行に努めて参りたいと考えてお

ります。今後一層のお力添えをいただきますようにお願いいたします。 

本臨時会へご提案申し上げます案件は議案３件で、特定環境保全公共下

水道根幹的施設の建設工事委託に関する基本協定の締結、また、老人保健

特別会計の精算に伴います、老人保健特別会計及び安芸高田市一般会計の

補正予算でございます。なにとぞよろしくご審議をいただきますように、

お願いを申し上げます。 

まず最初の議案第４９号、安芸高田市特定環境保全公共下水道根幹的施

設の建設工事委託に関する基本協定でございます。 

本案は、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する

条例第２条の規定に基づき、特定環境保全公共下水道八千代浄化センター

の建設工事を、日本下水道事業団と工事委託に関する基本協定を締結する

ことについて、議会の議決を求めるものでございます。 

以上、よろしく審議の上、適当なご決議をいただきますようにお願いを

申し上げます。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

建設部長、金岡英雄君。 

◯金岡建設部長   失礼をいたします。それでは要点の説明をさせていただきます。その前

に、今朝ほど皆様方に資料として図面をお配りさせていただいております

ので、併せてご覧をいただきたいと思います。 

議案第４９号の建設工事委託の基本協定の締結についての要点説明で

ございますが、本案は、特定環境保全公共下水道終末処理場でございます、

八千代浄化センターの建設工事におきます工事発注から施工管理業務に

つきまして、日本下水道事業団に委託を行うものでございます。この日本

下水道事業団は、下水道の根幹的施設の建設を主たる業務とすることによ

り、公共水域の水質保全という国の政策目標を達成する機関として位置付

けられており、国、県、公共団体の出資で運営をされております。事業団

は下水道管理者でございます地方公共団体からの委託に基づき、終末処理
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場の建設が主な業務でございますが、この委託内容についての取り決めを

定めるものが今回の基本協定になります。契約の方法につきましては、こ

の業務が特殊な業務であることから、地方自治法施工令第１６７条第１項

２号のその性質、または目的が競争入札に適さないものに該当するという

ことで、随意契約とさせていただいております。工事の概要でございます

が、お手元、先ほど申し上げました資料を２枚ございますが、これを併せ

てご説明をさせていただきます。建設予定地でございますが、八千代町勝

田３３５番地で、位置図の黒枠で囲ったところでございまして、既に用地

取得は旧町時代に済んでおります。規模といたしましては、次の図面をお

願いいたします。計画平面図でございますが、計画処理人口、これは八千

代町全体で４千２００人。現在認可を取っておりますのが１千５２０人で

ございます。また全体の処理計画面積は１５０ヘクタール。現在認可をい

ただいておりますのが４９ヘクタールでございます。処理能力といたしま

しては全体で３千２００立方メートルパーデイということでございます。

処理方式はオキシデーションディッチ方式ということで、そこの図面の楕

円形のところがその処理をする場所となります。その内、１８年度までに

一部供用開始します第１期工事といたしましては、このオキシデーション

ディッチを１基ほど計画しておりまして、それが１日の処理能力が８００

トンでございます。第１期の全体概算事業費といたしましては８億７千５

００万円でございます。１期の工事内容といたしましては、水処理施設の

土木建築工事が主なものでございまして、絵を付けておりますが、色が付

いておらないんで分かりにくいと思いますが、まず、１６年度、１７年度

で管理棟及び水処理施設の土木建築工事を行うこととしております。特に

１６年度では汚泥ポンプ室、最終沈殿池、オキシデーションディッチとい

うとこでございますが、こちらの方を主に行ない、その後１７年度で管理

棟等を取りかかる予定でございます。全体工事といたしましては約１８ヶ

月程度を要し、随時１８年度末の一部供用開始まで年次ごとに施設の建設、

あるいは機械、電気工事を進めていくこととしております。以上でござい

ます。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって要点の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

◯今 野 議 員  議長。 

◯﨑 岡 議 長   ４８番、今野議員。 

◯今 野 議 員  お尋ねをいたします。これはですね、旧八千代町のですね、継続事業と

思いまして、それをですね、この度事業化されると、このように認識して

おります。 

先ほどの部長の説明でですね、特殊なもので他にいないんだというよう

な説明でございましたけれども、小泉総理大臣にしましてはですね、特殊

財団、これを廃止の方向に持っていくと、このようにテレビや新聞等で盛

んに報道されております。また、官から民に仕事を移すんだと、こういう
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のが小泉さんがやっておられる行政改革、特殊法人の整理、こういうこと

でございますね。 

ましてや地方の時代でございます。やはり、地方は地方でやっぱりしっ

かりしなきゃならない、これも課せられた課題でございます。しかしなが

ら特殊法人でないとだめなんだと、日本下水道事業団ですか、これでない

とだめなんだというようなですね、今までの慣例上、やはり農水省関係だ

ったら土改連とか、厚生省関係だったらここじゃとか、いうようにですね、

天下りの事業団がずっとありまして、そこで通さんと許可の申請とか、あ

るいは起債補助金の申請、これが難しいんだということで、このような経

緯でやられるというのをよく解って言うとるわけですけども、地元の広島

県におきましてもですね、水処理専門、日本はですね、世界的に水処理の

高水準を行っとるわけでございます。ごまんと専門の会社があるわけです。

広島におきましても学者を２００人ぐらい集めて、水処理あるいは環境保

全の会社をされとる四国、九州代表するような会社もあるわけでございま

す。 

今後ですね、それでまた随契で８億何某の金額をですね、入札なしに随

契でおやりになると、こういうことはいかがなもんかと思うわけでござい

ます。 

これは八千代町の継続事業ですからちょっと難しいとこがあるとは思

うんですが、今後のために、やはり特殊法人、これをどうしても使うてい

くんだと、安芸高田市はと、こういうことになるんか、ならないんか。今

後のためにお尋ねします。以上です。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   今野議員のご指摘は、私は、今の時代には的を得ておるというように考

えております。しかし、この事業は既に継続事業としてずっと八千代町か

ら引き続いておる事業ということでございます。先般も日本下水道協会か

ら幹部が参りました。今後の問題については、やはり時代の流れがあるん

で、我々としても競争、さらに競争させると、こういう方向でいくのが時

代の流れと思う。しかし、今までずっとどこの町でもあるわけです。吉田

にもこういう問題はあります。その下水道事業団からずっと引き継いでき

ておる事業をさらに継続していくと、こういう問題がありますので、ご指

摘はまったくそのとおりでございますので、私もそれに異存はないわけで

ございますが、この継続事業については継続せざるをえんと、こういうも

のがございますので、ご理解を賜りたいと思います。 

◯﨑 岡 議 長   他に質疑はありませんか。 

◯明 木 議 員  議長。 

◯﨑 岡 議 長   １番、明木議員。 

◯明 木 議 員  事業についてお尋ねをしたいと思うんですけど、この事業、八千代町時

代からのですね、継続事業ということで行われるんですけど、どこまでの

範囲をですね、これでカバーされようとしているのか。またこの度ですね、
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合併したわけです。八千代浄化槽とはいえですね、周囲の吉田町辺りまで

カバーを考えられてるのかどうか、そのあたりまでちょっとお聞きしたい

と思います。 

◯金岡建設部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   建設部長、金岡英雄君。 

◯金岡建設部長   はい。明木議員のご質問にお答えします。現在の工事の内容といたしま

しては、先ほど申し上げました１系列分を今回下水道の水処理施設棟をや

りたいということでございます。また、管路整備の区域といたしましては、

施設がございますところから上流に向かいまして、中電工のグランドがご

ざいますが、その辺りまでを今年度管路工事を行うという予定でございま

す。全般的にいいますとこの系列の中の施設につきましては、平成２０年

度ぐらいに４９ヘクタールの中の管路整備を行いたい。また、その後につ

きましては、新たな認可を必要とするわけでございますが、これらにつき

ましては、今後全体の、今年度は市全体の下水の問題についても十分検討

する必要があるんじゃなかろうかということで、委員会等でご指摘をいた

だいております。その中で検討は進めていきたいというふうに思っており

ます。 

また、もう１点、周辺、旧吉田町と隣接しているのでここらはどうだろ

うかということでございますが、現時点でそれを取り込むという状況には

ございませんが、将来的な問題としてどうあるべきかというのは、ひとつ

の考える中で、検討をすべきものであるのではないかといういふうには考

えておりますが、ただ、具体的には大変難しいものがあるのではないかと

いうふうに考えております。 

それから、これは基本協定を結びまして後のことではございますが、下

水道事業団の方で新たに入札をしてやるということでございますので、８

億７千５００万円は、あくまでも総額でのことということで、その後実施

する中で、金額的には随時調整をさせていただくという状況になっており

ます。以上でございます。 

◯﨑 岡 議 長   他に質疑はありませんか。 

◯亀 岡 議 員  議長。 

◯﨑 岡 議 長   ７２番、亀岡等君。 

◯亀 岡 議 員  先ほど今野議員の方から質疑がございまして、それに対しまして市長の

方から見解を述べられました。その前にですね、提案説明の中で建設部長

の方から競争入札に適さない事業ということが明確にございました。この

競争入札に適さない事業というのは、この種の事業が適さないのか、継続

事業になっており、また全国的にこの下水道事業団がこういうふうな事業

に関係して、頭でもって事業を取り組んでいるということですね。ちょっ

とそこにですね、少し不合理を感じます。入札に本当に適さない事業であ

るならば、先ほどの市長のご見解ではですね、この事業が一たん区切りが

着いた先にですね、本当に地方自治体が自主的にこういうものを、事業を

取り組んで行けるのか、こういったところですね、基本的には国がこうい
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ったですね、政治の力のひとつの流れで仕組みを作っておるわけです。こ

れを改革していくには大変な大きな努力が要ると私は思っております。 

さらに改めてお聞きしたいんですが、自治体の意志でですね、今後とも

この事業を、区切りが着いた時点では直ちにですね、こういった地方のこ

ういった仕事については、地方の業者が直ちに競争入札で事業を手がけて

いくことができるのかどうか、改めてお伺いをしたいと思います。 

◯金岡建設部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   建設部長、金岡英雄君。 

◯金岡建設部長   ただ今の質問にお答えをさせていただきます。この随意契約というもの

につきましては、基本的には基本協定に対するものにおける基本協定の考

え方でございます。これは、先ほども説明をさせていただきましたように、

下水道事業団が基本協定の中で今後工事を発注する、これは市町村が発注

するということではないんですが、その中で下水道事業団が工事等につい

ても発注をしていくということですから、ここでは競争の原理が働いてお

ります。 

それから、地元業者というところでございますが、これはあくまでも事

業団の方のシステムの中で工事発注というとこでございます。ただ、これ

につきましては、市の方のいろんな意向等も当然検討をさせていただきた

いというのが、事業団のこれまでのやり方でございますので、そこらにつ

きましては、今後協定を結ぶ上でいろいろ協議をさせていただきたいと思

っております。以上でございます。 

◯亀 岡 議 員  議長。 

◯﨑 岡 議 長   ７２番、亀岡等君。 

◯亀 岡 議 員  はい。わかり切ったことを申し上げてみるんですが、お伺いしますが、

建設業法によるとですね、この下請けに事業を出した場合はですね、元請

けの方からもちろんその現場の監督なり責任者をですね、当然下請けに派

遣して、その工事に責任ある遂行を行うべきということになっていますね。

この種の事業につきましても、当然地方の業者が下請けをやって進めてい

くということになると思うんですが、そういったことが厳格にこういった

ような事業団が元請けといいますか、こいったかたちで事業を手がけると、

厳格にですね、そういった点が守られ、進められているのか。進行されて

いるのか。その点をお伺いしたいこととですね、先ほど質疑の中で一応こ

の区切りが着いたらですね、それは先の質疑の問題ですね、今度は地方の

業者に直に事業発注をしていくんか、そういったことをですね、お伺いし

たいと思います。 

◯金岡建設部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   建設部長、金岡英雄君。 

◯金岡建設部長   はい、再質問にお答えします。一応、区切りといいますのは、この基本

協定でございますものが済んでからが、一つの区切りということになりま

す。 

それから、工事の発注、これは先ほど申し上げましたように、基本的に
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は工事の発注母体は下水道事業団でございます。これは、当然国の考え方

を持った機関でございますので、ご指摘のようなことについては非常に厳

格にやるというふうに、我々の方も認識をしております。 

◯入 本 議 員  議長。 

◯﨑 岡 議 長   ４５番、入本議員。 

◯入 本 議 員  八千代町の浄化センターについては、ちょっと不勉強な点があって大変

失礼な質問かと思いますが、甲田町におかれましてですね、特環というの

は現在施行してやっとるわけなんですが、工事進行中にですね、期間が長

くかかるのと、合併浄化槽の方が単価的に安くつくという計画が出まして、

計画変更して甲田の場合はしたわけなんですが、この八千代町さんの場合

は、ご存知のように端から端までいくとすると相当の距離があってですね、

工期がかなりかかって単価的にもですね、１戸あたりどのような比較検討

されてこういう計画を出されたのか、その点を説明を願いたいと思います。 

◯金岡建設部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   建設部長、金岡英雄君。 

◯金岡建設部長   入本議員さんのご質問にお答えします。ただ今ご指摘がございましたよ

うに、甲田町では見直しをされたという状況があるようでございますが、

この点につきましては、八千代町、あるいは吉田町が現在公共下水道で整

備を進めているところでございます。これにつきましては、先般の会議の

時にもいろいろお話しがございましたが、基本的には１日でも早い、また

安価な価格で整備を進めたいというのが基本的な考えでございます。そう

いう中で、市全体の考え方をもう一度整理をする必要があるんではなかろ

うかということでございますので、そこらを踏まえて、また、後年度検討

をさせていただきたいというように思っております。 

八千代町につきましてはこれまでいろんな八千代町の中で議論をされ

て、この手法が一番最善であるというようなかたちで認可を取られて整備

を進めて来られておられますので、この点も十分踏まえ、いろいろ検討を

させていただく必要があるんではなかろうかというふうに思っておりま

す。 

それから、合併浄化槽とこれの比較ということで、実はただ今手元にそ

の積算資料を持っておりません。まことに申し訳ございませんが、それを

具体的に説明をさせていただけませんので、その点はもし必要があれば後

ほどということで、ご理解をいただきたいと思います。 

◯入 本 議 員  議長。 

◯﨑 岡 議 長   ４５番、入本議員。 

◯入 本 議 員  今の最後の質問が一番重要であると思うんですが、やはりハード面に関

してはですね、管理費等がかかるわけで、計画はしたが後から考え直すん

だという、この投資に対してですね、あまりにも安易な発言であるように

私らは思うんですね。ここでやはり、比較検討した結果、長期計画を見た

時に、この計画が我々としては執行部としては自信があるという数字を見

せてもらいたい。後から数字を見てこれを議決するというのは私としては
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できませんので、資料の要求を求めようと思います。 

◯﨑 岡 議 長   後ほど資料を出すということで、よろしいですか。 

暫時休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時４２分 休憩 

午前１０時５０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯﨑 岡 議 長   再開いたします。 

◯児 玉 市 長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   ちょっと基本的な問題について、答弁をさせていただきますが、我々も

建設部長も、八千代の状況について十分経過がわかりませんので、今、い

ろいろ経過を検討してみたわけでございますが、もう既に八千代町で数年

前ですか、２年ぐらい前に特環にするか、合併浄化槽にするかという厳し

い論議を経て、これは特環がいいという結論を出されて着工された事業で

あるわけでございます。したがって、これを今、変更するというのはもう

できないというのが原則でございます。したがって、ただ、問題は、周辺

に点々とある家について、これだけを除外してできるだけ効率を高くする

と、そういう余地は残されておるが、基本的な特環でやるという計画はも

う変えることはできないということでございますので、単独合併浄化槽と

比較してもですね、これはもう既に決定をして進めておることでございま

すので、ただ今のご意見は十分検討しながら、今後それは八千代町の中で

も多少は遠く離れた家まで引く方がいいかどうかという判断は、余地が残

っておるということでございますが、基本線は変えられないということで

ございますので、ひとつご理解を賜りたいと思います。 

◯﨑 岡 議 長   他に質疑はありませんか。 

◯山本(優)議員  議長。 

◯﨑 岡 議 長   ４番、山本議員。 

◯山本(優)議員  はい。先ほどの建設部長の説明では、平成２０年度までに完成すると説

明がございましたけども、私の知ってるところでは国道５４号線沿いでご

ざいますね、認可区域の中でも５４号線沿いは相当遅れると聞いておりま

すが、その辺の計画についてわかっておるところがあれば、説明願います。 

◯金岡建設部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   建設部長、金岡英雄君。 

◯金岡建設部長   はい。ただ今のご質問にお答えをいたします。ご指摘のとおり、大変国

道５４号線の管路の埋設については、非常に交通量等の関係で施工が難航

するというふうに予測をしております。それと平成２０年度と言いますの

は、認可計画の中での計画でございまして、これにつきましては我々とし

ては少しでも早くやりたいというような考えを持っておりますが、状況に

よっては多少前後するという状況にございます。今、ご指摘がありました

国道の関係につきましては、現在三次河川国道事務所の方と、設計等の協
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議を進めている段階で、できるだけ我々の方のサイドで安価にできる方を

考えてもらいたいという状況にございますが、今ご指摘がありましたよう

に、非常に厳しいものもあるのも現状でございます。 

◯山本(優)議員  議長。 

◯﨑 岡 議 長   ４番、山本議員。 

◯山本(優)議員  厳しい現状はよくわかりますが、期限としてはそういう設定はないでし

ょうか。いつまでごろにはできるとか、いつごろ着工してどのようにする

とかいう期限は切れないもんでしょうか。 

◯金岡建設部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   建設部長、金岡英雄君。 

◯金岡建設部長   基本的には２０年度を目標にということでご、理解を賜りたいとお思い

ます。ただ、今申し上げましたように、技術的な問題、あるいは社会経済

情勢の問題がございますので、断言をするまでにはちょっといかないと思

います。 

◯﨑 岡 議 長   他に質疑はありませんか。 

◯増 田 議 員  議長。 

◯﨑 岡 議 長   ６９番、増田議員。 

◯増 田 議 員  ２、３点ほどお尋ねさせていただきたいと思います。旧八千代町さんに

おける計画なさったことでございますので、このことにつきましては尊重

すべきだろうと、そのように思っております。ただし、単年事業で終わら

ないわけでして、先ほどの部長の説明では１８年完成というようなことも

あったわけでございます。先ほどの説明では２０年だと言う。年次累算金

額がかなりな金額になると思いますけれども、行政としてのこの事業団に

対する監視機能はどの範囲まであるのか、またそれを監視するだけの職員

が力量を付けておるのか、おらないのか。ただ、金額を事業団にお任せし

て、後は野となれ、山となれというお考えなのか。 

もう１点、いろいろと冒頭今野議員からご指摘がございましたように、

私どもも、私高宮でございますけども、こうした事業団を相手取っての仕

事というのは初めての試みで、私も初めて聞いたようなことですけれども、

今後こうした様々な、安芸高田市の中におけるところの発注事業につきま

しては、毅然としてこうした事業団等の絡みは持たないのか、持つのか、

そこらの誠意を貴重な議場でございますので、整理できるものなら整理し

て、お答えいただきたいと思います。以上でございます。 

◯金岡建設部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   建設部長、金岡英雄君。 

◯金岡建設部長   増田議員さんのご質問にお答えいたします。事業年度で説明が不十分だ

った点、再度ご説明させていただきます。この事業団への委託は、あくま

でも下水道の浄化センター施設のみでございます。これが第１期工事とし

て４９ヘクタール分の日量８００トンが平成１８年度の一部供用開始と

いうことでございます。周辺整備を含めまして１９年度という状況にござ

いますが、これらにつきましては下水道事業団が基本協定をいたしまして、
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下水道事業団へ市町村に代わりましてすべての事業発注を責任を持って

やるということですので、先ほどお話しがございましたように、その協定

の中で、市の方といろいろ協議をすると。ただし、現場、あるいはいろん

な施工については完成後の水処理の管理がうまくいくところまで事業団

の方で責任を持ってやるというのが、基本的な考え方でございます。管路

につきましては、これは市が発注するということで、第１期工事、支所の

辺りまでになると思いますが、これについては市の方が発注をしていくと

いうことでございます。先ほど市長の方からも答弁がございましたように、

八千代町におかれましては、既にこれまで旧町時代に１５０ヘクタールの

全体の計画を、この特定環境保全公共下水道で整備をするということを決

定され、合併し、引き継いでおりますので、これを将来やっていく中では、

１期工事が済みます時期に、事業団とさらにどういう状況にあるかという

ことは、また市と検討していただく必要があるというふうには思っており

ます。 

◯﨑 岡 議 長   他に質疑はありませんか。 

◯鳴 石 議 員  議長。 

◯﨑 岡 議 長   ７１番、鳴石議員。 

◯鳴 石 議 員  質問、出尽くして聞くこともないんじゃないかと思うんですが、この官

僚天下りのこういう事業団にチェックすることができないと、この事業団

と縁を切ることができないというような説明ですが、大体、議案の提案を

する場合は、旧町の６町が集まって一堂に会した３月１日からの議会にな

っとるんですから、よく議員にわかるような事前の説明をするべきではな

いか。こう聞いとりますと、常識では考えられないようなことがやられと

るように思えるんですよ。確かに今まで向原でやってきたことから考えま

すと。他の町出身の議員さんも、いろいろうちの方でずっとやってきたこ

とよりとんと違うの、おかしいのという面があるんじゃないかと思うんで

す。このことはよくわかっておるので、事前に提案をして５分なり１０分

なり、詳しく八千代町の事情を説明をして審議に入っていくと。 

それから、この８億７千万ですか、ちょっと１億ぐらいの事業団がピン

ハネをして下請けに出していくんではないかと思うんです。この８億７千

５００万という金額は、市の設計予定価格からみてどうなのか。この金額

に対する市の予定価格。予定価格の計算もしておらんのだと、わからんの

だというのか、事業団の示すとおりに飲まなければならないのか、こうい

う状態なのか、どうなのか、お聞きします。 

◯金岡建設部長   議長。 

◯﨑 岡 議 長   建設部長、金岡英雄君。 

◯金岡建設部長   ただ今のご質問にお答えいたします。これは通常、事業団が工事を実施

するというものではなく、あくまでも事業団が市町村に代わって事業の発

注母体となるということでございます。この８億７千５００万円は、それ

のものを工事、あるいは設計、施工監理を含めた総額での考えでございま

す。当然、これにつきましては工事の発注により工事費が下がったり、そ
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ういういろんな状況の中で金額は変更、減額等も当然考えられるという状

況でございます。これはあくまで通常の建設工事を発注して、それが下請

けということではなしに、あくまでも市がやる業務を代わってやるという

ことで、技術的な専門的な技術も、市では建設電気等について技術者がお

りませんでこれをやる。通常、市で発注しますとこれはコンサルの方へ委

託をするというような状況でございますが、そこらについてすべて責任を

持って施工していただくというのが、この事業団とやる時の基本的な考え

で、メリットでもあるというふうに考えております。 

◯鳴 石 議 員  議長。 

◯﨑 岡 議 長   ７１番、鳴石議員。 

◯鳴 石 議 員  大変、ものを考える必要のない楽な発注の方法なんですが、この問題を

やっぱりできるだけ早く事業団から手を切って、やはり市が考えてやって

いくと。コンサル担当に頼むにしましても。そうしないといつまでたって

も力のつく経験を積み重ねていくということができないわけなんです。年

だけは取るが、事業の行政経験なり、設計の経験を積むということができ

ないです。こういうことをやっぱり変えていかにゃいけんのじゃないです

か。そのためにも、縁が切れんのだ、切れんのだいうんじゃなしに、やっ

ぱり早く縁を切るようにして、小泉総理は郵政民営化をしてはいけないの

に、彼はやっていきようるわけでしょ。逆にやはりこの官僚の天下りを養

っていくようなことから手を切って、やっぱり市の職員が力をつけるため

にも早く手を切るように。以上です。 

◯﨑 岡 議 長   答弁はいいですね。 

他に質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

◯入 本 議 員  議長。 

◯﨑 岡 議 長   ４５番、入本議員。 

◯入 本 議 員  私、事業そのものには反対するわけではないんですが、言葉に出てくる

中に、旧町、旧町という言葉が出てきましてですね、旧町が決めたことは

すべて認めるということは、非常に好ましいことではございますが、我々

チェックする者としてはですね、やはり新市に提案されたものは新市の中

で、小委員会ということもありますし、小委員会に提出されたような形跡

もありませんし、そして本日の説明の中でも十分な回答を得られないと。

ただ、決めたことじゃけえ、ひとつそこんところご了解というような議決

の仕方は、私は承服できませんので、今回の議決に対しては反対をいたし

ます。 

◯﨑 岡 議 長   次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。 

 〔賛成討論なし〕 
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賛成討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   お諮りします。 

これより議案第４９号、安芸高田市特定環境保全公共下水道事業根幹的

施設の建設工事委託に関する基本協定についての件を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

 〔挙手多数〕 

挙手多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決されました。 

ここで、１１時２０分まで休憩をいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１１時０７分 休憩 

午前１１時２０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第５ 議案第５０号平成１６年度安芸高田市一般会計補正予算（第１号） 

◯﨑 岡 議 長   再開いたします。 

日程第５、議案第５０号、安芸高田市一般会計補正予算第１号について

の件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

安芸高田市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案第５０号、議案名が平成１６年度安芸高田市一般会計補正予算第１

号でございます。 

概要説明を申し上げます。本案は既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ１千２４３万４千円を追加し、歳入歳出それぞれ２５７億８千６

４３万４千円とするものでございます。 

歳入につきましては、繰入金１千２４３万４千円を追加するものでござ

います。 

歳出につきましては、予備費１千２４３万４千円を追加するものでござ

います。 

以上、よろしく審議の上、ご決定をいただきますようにお願いを申し上

げます。 

◯﨑 岡 議 長  これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

総務部長、新川文雄君。 

◯新川総務部長  それでは、議案第５０号、平成１６年度の安芸高田市一般会計補正予算

第１号につきまして、要点のご説明を申し上げます。 

本案につきましては安芸高田市の老人保健特別会計補正予算に関連し

まして、精算業務に伴います一般会計との繰り入れの予算でございます。 

まず、予算書の６ページをお開きいただきたいと思います。２款の歳入

でございますが、款１８の繰入金、項１の特別会計繰入金、目といたしま
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して２の老人保健特別会計繰入金補正前の額１千円、補正額１千２４３万

４千円、計１千２４３万５千円でございます。１節といたしまして老人保

健特別会計繰入金の１千２４３万４千円でございます。 

続きまして、７ページをお願いいたします。３歳出、款１４予備費でご

ざいます。項１予備費、１目予備費、補正額１千２４３万４千円、計１千

２４３万４千円。節といたしまして予備費の方に１千２４３万４千円補正

するものでございます。以上で要点のご説明を終わります。 

◯﨑 岡 議 長  これをもって、要点の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

◯増 田 議 員  議長。 

◯﨑 岡 議 長   ６９番、増田議員。 

◯増 田 議 員  お尋ねしてみたいと思います。先ほど総務部長の方から概要につきまし

てはご説明をいただいたわけでございますけども、繰入金の金額、あれと

積立金を取り崩しての流用であろうと、そのようにお聞きしたわけでござ

いますけども、来月９月の定例会が招集されるという最中になっておると

思いますけども、先月、当初予算が議決になって、この時期にこれほどの

補正を組まなくてはならないという真実の緊急性、その理由はまずどこの

あるのかと。９月まで待てなかったのかいうことと、当初予算に計上なさ

れておる地方交付税の８７億６千１００万円は、流動的な要素を絡めてお

るのか。なお、決定的な要素があるのか、その２点についてお尋ねしてみ

たいと思います。 

◯新川総務部長  議長。 

◯﨑 岡 議 長  総務部長、新川文雄君。 

◯新川総務部長  まず１点の、今回の補正予算でございますが、確かに６月定例、また９

月定例議会を目前にですね、今回このような第１号補正予算をさせていた

だいておるわけですが、基本的に老人保健会計のですね、精算に伴います

国、県等への支払基金、またそういう支払業務がですね、期日が迫ってお

る関係で、やむなく老人保健の特別会計と整合を取らせていただいて、今

回補正をさせていただいたというところでございます。期日等につきまし

ては、福祉保健部長の方から説明をさせていただきます。期日が非常に迫

った関係で専決処分という状況もあるわけなんですが、いろいろこうした

今回の臨時会につきましては調整を取らせていただいて、この補正予算を

計画をさせていただいたとこでございます。 

それと歳入部分の普通交付税の確定ということでございますが、現在、

国、県の方と財源の調整、積算、現在、県の方へですね、我々積算方法に

も出させていただいております。やむなく確定がですね、届くんではない

かと思います。大体９月定例会当時におきましてはですね、ある程度数字

もほぼ確定になるんではなかろうかなというような状況をみております。

以上でございます。 

◯福田福祉保健部長  議長。 
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◯﨑 岡 議 長  福祉保健部長、福田美恵子さん。 

◯福田福祉保健部長  失礼いたします。先ほどの質疑でございますが、これ、一般会計の方へ

の繰り入れということでございますが、老人保健の老人会計の方ですね、

１５年度の医療費の精算をいたしまして、支払基金の方への還付金が生じ

ております。それが、その支払期日がですね、今月の今日、１８日なんで

すけども、期限が迫っておるということで、専決をということも思ったん

ですけど、専決するよりか、議会の方できちっと審議していただいてとい

うかたちの中で今回提案させていただきました。それで当初予算いうか、

６月の本予算の時にですね、老人医療費の３ヶ月遅れで参ってきます。請

求が。その段階でもう本予算の方への反映がちょっとできておりませんで、

予備費の方へですね、１００万円ほど組んでおりまして、還付をする金額

が１０５万８千円いうかたちのなかで、今回流用するということも難しい

というなかで、今回議案として提案させていただいたということでござい

ます。よろしくお願いいたします。 

◯増 田 議 員  議長。 

◯﨑 岡 議 長   ６９番、増田議員。 

◯増 田 議 員  両部長から概要につきましてのあらあらなご説明はいただいたわけで

ございますけれども、行政というのは常に流動的でございまして、補正増

有り、減有り、今お示しいただいてる数字につきましては、総括予算の中

で義務的経常経費だというような、精算をした義務的経常経費であるとい

うような判断をさせてもらってよろしゅうございますか。ということは、

義務的経常経費となるとすると、前段総務部長にお尋ねしましたように、

交付税がですね、まだどこかのタンスの引き出しにあるとすれば、決定で

なくても流用するべきではなかったか。この時期に基金を崩すということ

についてのお気持ちを、再度お伺いしてみたいと思います。 

◯新川総務部長  議長。 

◯﨑 岡 議 長  総務部長、新川文雄君。 

◯新川総務部長  補足をさせていただきたいと思います。今回の一般会計の補正予算につ

きましては、基金は取り崩しをいたしておりません。当然、繰入金の老人

保健特別会計の方から繰入金をもとにしまして、むしろ一般会計の方は予

備費の方にそれを充当して備蓄をしておるという状況でございますので、

基金は取り崩しの歳入財源になっておりませんので、ご理解をお願いした

いと思います。 

◯増 田 議 員  議長。 

◯﨑 岡 議 長   ６９番、増田議員。 

◯増 田 議 員  お尋ねをすることを忘れましたので、予備費流用だというようにご説明

になったと思うんですが。 

◯新川総務部長  議長。 

◯﨑 岡 議 長  総務部長、新川文雄君。 

◯新川総務部長  本一般会計の方の予備費につきましては、当然、歳出の方でございます

ので財源の留保財源になろうかと思っております。このことが５１号の議
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案の関連性がございまして、繰入金の財源をもとに予備費の方に充当させ

ていただいとる関係で、むしろ老人保健の方の精査に基づきましてですね、

それだけ一般会計の方に財源を戻していただいたという状況でございま

すので、ご理解をいただきたいと思います。 

◯﨑 岡 議 長  他に質疑はありませんか。 

 〔質疑なし〕 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

 〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   お諮りいたします。 

これより議案第５０号、平成１６年度安芸高田市一般会計補正予算第１

号についての件を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔挙手多数〕 

挙手多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第６ 議案第５１号平成１６年度安芸高田市老人保健特別会計 

                               補正予算（第１号） 

◯﨑 岡 議 長   日程第６、議案第５１号、平成１６年度安芸高田市老人保健特別会計補

正予算第１号についての件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

安芸高田市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議案第５１号の提案理由の説明をさせていただきます。 

本案は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１千３４９万

２千円を追加し、歳入歳出それぞれ５７億７４０万３千円とするものでご

ざいます。 

歳入につきましては、支払基金交付金１１１万３千円、国庫支出金９８

６万５千円、県支出金２４６万５千円、繰越金４万４千円、雑入５千円を、

それぞれ追加するものでございます。 

歳出につきましては、諸支出金１千３４９万２千円を追加するものでご

ざいます。 

以上、よろしく審議の上、ご可決下さいますようにお願いを申し上げま

す。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

◯福田福祉保健部長  議長。 
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◯﨑 岡 議 長  福祉保健部長、福田美恵子さん。 

◯福田福祉保健部長  はい、それでは失礼いたします。それでは、概要につきましてご説明を

いたします。 

まず歳入の方でございますが、６ページをお開き下さい。今回この議案

第５１号の老人保健特別会計補正予算第１号でございますが、この補正予

算は平成１５年度の老人保健特別会計の総医療費５４億６千１９３万２

千９１５円に対する精算に伴いまして、予算の方を精算するものでござい

ます。 

それで、６ページの方で、まず歳入でございますが、款１の支払基金交

付金といたしまして、１目の医療費交付金補正額１１１万３千円、節の方

で２節過年度分といたしまして１１１万３千円、これは平成１５年度の精

算分として支払基金から医療費部分に係ります過年度分の追加交付金で

ございます。 

次の款２で国庫支出金の１目医療費負担金補正額９８６万５千円でご

ざいますが、過年度分といたしまして平成１５年度の精算分として、国か

ら医療費部分に係る過年度分の追加負担金として９８６万５千円入って

くるものでございます。 

次の款３の県支出金、１目の医療費負担金といたしまして補正額２４６

万５千円、これも同じく１５年度の精算分といたしまして、県から医療費

部分に係る過年度分の追加負担金として歳入されるものでございます。 

次のページの款５の繰越金、１目の繰越金でございますが、補正額４万

４千円、これは１５年度会計からの繰越に係るものでございます。 

それから次の款６雑入、３目の雑入でございますが、補正額５千円、こ

れは過年度分の過誤によります医療費負担からの戻入ってきたものの５

千円でございます。 

次のページ、８ページの方で歳出の方に参ります。歳出の方で款３の諸

支出金で２目の還付金補正前の額が１千円でございますが、補正額１０５

万８千円でございまして、これは１５年度の精算をいたしましたところ、

レセプト審査に係ります支払基金からの交付金をもらいすぎになってお

りまして、精算をいたしまして１０５万８千円の還付が生じたものでござ

います。 

それから款３の諸支出金、１目の一般会計繰出金といたしまして補正額

の１千２４３万４千円、これ先ほど一般会計の補正予算でございましたよ

うに、１５年度の精算をいたしました結果、市が負担すべき額がですね、

多かったということで精算をいたしまして、一般会計の方へ老人保健の方

から繰り出すものの金額が１千２４３万４千円ということでございます。

１５年度の医療費の精算に伴いまして、補正をさせていただいております。

よろしくお願いいたします。 

◯﨑 岡 議 長   これをもって、要点の説明を終わります。 

これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 
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〔質疑なし〕 

質疑なしと認めます。 

これをもって質疑を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

 〔討論なし〕 

討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

◯﨑 岡 議 長   お諮りします。 

これより議案第５１号、平成１６年度安芸高田市老人保健特別会計補正

予算第１号についての件を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔挙手多数〕 

挙手多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決されました。 

◯﨑 岡 議 長   以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

以上で、本臨時会を閉会いたします。 

ご苦労さんでございました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１１時４０分 閉会 
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上記会議次第は事務局職員の記載したものであるが、その内容が正確であることを証す

るためここに署名します。 
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